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クラウドファンディングがこじ開けたパンドラの匣

　文化政策の分野でクラウドファンディング（以下、

CF）が大きな話題となったのは、独立行政法人国立科学

博物館（以下、科博）の事例であろう。2023 年 8 月か

ら 11 月まで、目標金額１億円の CF が実施された結果、

総額約 9.2 億円、支援者は約 5.7 万人となり、国内 CF

史上最高額を更新した。

　実はこの事例に先立って、文化庁では CF をさまざま

に推進していた。2020 年 3 月には、全国の自治体担当

者や文化財所有者に向けて、CF 等の多様な資金調達を

促進するため『文化財保護のための資金調達ハンドブッ

ク』を作成・公開した。また、2022 年 4 月には、民間

投資を活性化してより効率的に文化財保護を促進するた

め、国宝・重要文化財の修理について、寄附や CF を活

用した場合のインセンティブを付与すべく、補助率加算

の仕組みを取り入れた。2024 年 3 月には、官民共創に

よる寄附促進事業「文化財サポーターズ」を開始した。

そしてこの一環で、CF サービスの READYFOR との間で「文

化財の保存・活用のための寄附促進に関する連携協定」

を締結した。

　そもそも「クラウドファンディング（crowdfunding）」

とは、インターネットを介して不特定多数の人 （々crowd）

から資金を集めること（funding）によってプロジェ

クト等に資金を提供する取り組みであり、ピアツーピ

アの消費者融資等も含む、銀行等の従来の金融システ

ムの外側で提供される金融チャネルである「オルタナ

ティブ・ファイナンス」の一類型である。世界の CF の

市場規模についてはさまざまな推計が行われているが、

Cambridge 大 学 の Centre for Alternative Finance 

が 発 行 し た“The 2nd Global Alternative Finance 

Market Benchmarking Report”（2021）によると、寄付ベー

スの CF の市場規模は 2020 年には世界で 70 億ドルに達

した。

　さて、冒頭に紹介した科博の CF の事例に戻ると、同

館が CF を実施するのは今回が初めてではない。過去に

おいて「3 万年前の航海徹底再現プロジェクト」（2016

～ 2019 年）、「YS-11 量産初号機の公開プロジェクト」

（2020 年）等、プロジェクト単位での CF を実施済みで

ある。もっとも、これらのプロジェクト単位での CF

の場合、仮に目標の資金を調達できなかったとしても

ミュージアムの通常の運営に支障が出るわけではない。

　しかし、今回の CF は、標本・資料の収集・保管とい

うミュージアムの機能の根幹に関わる事項が資金調達の

目的であった。こうした目的で CF を実施することで、

当然、「国はいったい何をしているのだ」という批判が

出ることは十分に予想された。それでもあえて CF を実

施したということは「確信犯的」であり、この科博の事

例は「パンドラの匣」をこじ開けたと言える。では、そ

の「パンドラの匣」をのぞいてみると、いったいどのよ

うな課題が見えるのであろうか。

　第一に、科博が民間の施設ではなく、「国立」のミュー

ジアムであったという点を巡る課題である。国立の施設

であれば、本来は国民の理解を前提として、国が責任を

持ち予算をつけるべきである。言い換えると、そもそも

「パブリック」にミュージアムを持続していく意味とは

何なのかという深く根源的な課題の問いかけがあるべき

であった。しかし、その問いかけを回避し、問題をエア

コンの不調やカビなどの目先の課題に矮小化してしまっ

たのではないか。CF は、一見するとステークホルダー
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を開拓・拡大しているように見えるが、こうした観点か

ら、CF を今一度見直してみると、実はステークホルダー

を一部の有志の寄付者に限定してしまったのではないか

という課題がここに見えてくる。

　また、科博の CF においては、例えば「かはくオリジ

ナル図鑑」など、40 種類以上の魅力的なリターン（返

礼品）が用意されており、そのことが今回の CF の成功

の一つの要因であったと考えられる。しかし、ここに第

二の課題を見出すことができる。それは、そもそも通常

のミュージアム活動において、「リターン」は存在しな

いのであろうかという問いかけである。今回の CF の成

功とは、ミュージアムの社会的・文化的価値のリターン

は何なのかという本質的な議論を置き去りにして、分か

りやすく魅力的ではあるが短絡的な返礼品に頼ってし

まった結果なのでないのか。寄付もファイナンスの一形

態と考えると、それは「未実現の価値と資金との交換」

であると言える。そのミュージアムの「未実現の価値」

とはいったい何なのか、というより深い問いかけがここ

に浮かび上がってくる。

　さらに、今般の CF が過剰な集金であったのではない

かという課題も指摘できる。目標額を超過した分の資金

については、同じミュージアムの領域において、より緊

急性や重要性の高い事項に寄付された方が良かったのか

もしれない。すなわち、過剰な集金によって、社会全体

としては最適な配分とならずに、非効率な配分となっ

ている懸念がある。また、科博としても、今回のような

CF は、もう二度と同じことはできないという点も忘れ

てはならない

　その他、「CF で資金を集めることができるのであれば、

あまり予算をつけなくてよいのではないか」という設置

者または財務当局が登場しないとも限らない点が、今後

生じるかもしれない課題としてあげられる。国公立の

ミュージアムは CF を含めたより広義の自助努力が求め

られるようになる懸念がある。

　一方で、ミュージアムに対する関心の高さが、具体的

な数値として示された点は「怪我の功名」であろう。

　おそらくミュージアム関係者は考えたこともないであ

ろうが、こうした関心の高さを背景として、ぜひ「ミュー

ジアム振興議連」の設立を働きかけるべきだと考える。

今般の科博の CF は、端的に国の博物館政策が不十分で

あり、機能不全に陥っていることの表明であった。博物

館政策を抜本的に再構築する必要があることは明白であ

る。そのような状況においては、その鍵を握る国会議員

により積極的に政策提言やロビイングを展開するべきで

はないであろうか。

　おそらく、今般の科博の CF の最大の成果は、その資

金額の大きさにあるのではなく、大きな話題とともに、

本稿もその一つであろうが、ミュージアムを巡るそもそ

も論の議論を喚起した点にある。「パンドラの匣」が開

いた今、これから必要なのは ､ミュージアムのベーシッ

クインカムの議論を含む、ミュージアム政策の抜本的な

再構築なのではないか。

　日本のミュージアム政策はもしかしたら今後世界から

注目されるのではないか。日本はこれからひたすら人口

が減っていくことになる。大袈裟に言うと、歴史上初め

て大規模かつ持続的な人口減少社会を体験することにな

るのであるが、その最先端に日本が位置しているのであ

る。一方で、現在の社会の仕組は基本的に人口増を前提

にして構築されている。たとえば、民主主義とは税金を

通じて徴収した豊かさの再配分の仕組みとみることもで

きる。そのため、人口と経済が拡大する社会においては

「プラス」の配分をすればよかったので、（利権と汚職等

の副作用はあったものの）比較的運営は容易であったし、

民主主義とも相性が良かったと言える。しかし、持続的

な人口減少社会においては、「マイナス」の配分をして

いかなくてはならない。これは従来の民主主義とは極め

て相性が悪い。

　一方で、ミュージアムとはさまざまな文化財を収蔵し、

これを研究し、その成果を公開していくための社会的な

機構である。そして、収蔵すべき文化財は原理的にはど

んどん増えていく。人口が減少し、社会がシュリンクし

ても、それとは反対にひたすら増え続ける文化財をどの

ように維持・管理していくのかという大きな課題に、世

界の中で日本が最初に直面することになる。前例がない

なかで、クリエイティブなソリューションを提示してい

くことが求められているのである。それゆえに、試行錯

誤の中で、そのソリューションを提示することができれ

ば、日本のミュージアムは世界から先進事例として注目

されることになるかもしれない。
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2024 年度研究大会は、愛知県名古屋市（愛知芸術文化センター）で開催されます
2024年

7⽉ 13・14⽇

（⼟・⽇） ⼤会テーマは 「2050 年の公⽴劇場」

　2024 年度の研究大会は、7月 13 日（土）〜 14 日（日）

に愛知県名古屋市の愛知芸術文化センターにて開催され

ます。なお、本大会は、対面実施のみ （リアルタイム

のオンラインやハイブリッド形式では開催しない） を予

定しております。

　さて、今年度の研究大会の会場となる愛知芸術文化セ

ンターは、将来に向けた多様な文化芸術活動を推進する

一大拠点として、愛知県が建設した総合文化施設です。

この愛知県の事例がロールモデルといえますが、日本全

国では平成の間に多くの公立劇場が整備されました。「公

立文化施設」という定義において、その数は、全国に

2,140 施設あると言われています（「2023（令和 5）年度 

全国公立文化施設名簿」による）。2012 年には劇場法も

施行され、公立劇場の重要性が法律上明文化されると共

に、各地各劇場にて振興策が実施されております。しか

し、公立劇場の未来は決して安泰ではありません。公立

劇場をめぐっては、様々な問題が山積しており、将来の

存続が危ぶまれております。

　そこで今回は、「公立劇場の未来」をテーマに研究大

会を企画しました。文化芸術において何よりも重要なイ

ンフラである公立劇場を末長く存続させるために、私た

ち、あるいは本学会は、何ができるでしょうか――。本

大会を通じて参加者の皆様と議論できましたら幸いで

す。

　以下に、本大会の概要及び注意事項等を記載いたしま

したので、ご確認いただき、ぜひ奮ってご参加いただけ

ますと幸いです。

１. 開催概要

・ 日　程　2024 年 7 月 13 日（土）〜 14 日（日）

・ 会　場　愛知芸術文化センター

　　　　（愛知県名古屋市東区東桜 1丁目 13-2）

・ 参加費

　 　　　　事前申し込み 　 　当日申し込み

学会員（一般） 両日：4,000 円 　　 両日：5,000 円

学会員（学生） 両日：2,000 円 　　 両日：3,000 円

非学会員（一般・学生） 

　　　　　　　　13 日：1,000 円 　　13 日：1,000 円

 　　　　14 日：3,000 円 　　14 日：4,000 円

※事前申込される方は、7 月 1 日までに参加登録と参加

費納入をお願いいたします。

２. 特別セッションおよびシンポジウムについて

　本研究大会における特別セッションとシンポジウムの

概要は以下の通りとなっております。

■メインシンポジウム 「公立劇場のサステナビリティ」

［日時］7月 13 日（土）16:00-18:00

［場所］愛知芸術文化センター 12 階アートスペース

［概要］

　日本の公立劇場（劇場・音楽堂等）は、1990 年代に

極めて多数が整備されている。それは、文化振興が真の

理由ではなく、もともとは日米構造協議を契機とする内

需拡大に理由があった。そのため、地方債に大きなイン

センティブが付与され、国からの強い働きかけもあって

地方債が多額に発行されて、その地方債を活用して地方

自治体によって箱物が多数整備された。そして、整備さ

れた理由はともあれ、これらの公立劇場は建設から 30

年が経過し、概ね 2020 年代に設備等の大規模改修、さ

らには建替や改築等の更新時期を一斉に迎えることとな

る。

　一方で、総務省『地方財政の状況』（2020）を見ると、「地

方財政は依然として厳しい状況にあり、各地方公共団体

において、所有している全ての公共施設等の維持補修・
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更新に係る財源を確保していくことは、一層困難となる

おそれがある」と指摘されている。そして、「人口減少

や少子高齢化等により、公共施設等の利用需要が変化し

ていくことが見込まれるため、各地方公共団体は、地域

における公共施設等の最適配置の実現に向けて取り組ん

でいく必要がある」とされている。

　ここで言う「公共施設等の最適配置」とは、実は「将

来的に不要となる施設を選別」すること、すなわち「ト

リアージ」のことであり、より直接的に表現するならば、

現存する全ての公立劇場を将来に継承することは困難で

あるということを意味している。

　では、公立劇場を将来へ向けて持続していくためには、

いったいどうすればよいのであろうか。こうした問題意

識の元、本セッションでは、「トリアージ」の時代を迎

えようとしている公立劇場のサステナビリティについて

議論する。

［登壇者］

渡辺恵未氏（独立行政法人日本芸術文化振興会　審議役）

勝又英明氏（東京都市大学　名誉教授）

太下義之氏（モデレーター：同志社大学　教授）

■特別セッションⅠ 「大名古屋都市圏からの文化発信」

［日時］7月 13 日（土）10:30-12:00

［場所］愛知芸術文化センター 12 階アートスペース

［概要］

　人口約 900 万人を誇る中京圏の発信拠点である名古屋

市では、2022 年度に名古屋版アーツカウンシルのクリ

エイティブ・リンク・ナゴヤが設置され、2023 年度に

文化芸術振興条例が制定されるなど、文化政策的にも洗

練さを増している。

　時を同じくして、築 50 余年になる名古屋市民会館の

建て替えが議論され、基本構想を経て、現在は基本計画

が策定されている。そんな折、一般企業所有のクラシッ

ク音楽ホールが閉館すると同時に、民間事業者らによる

ライブハウスの建設が発表されるなど、舞台芸術分野の

コンテンツや来場者のトレンドに劇的な変化が起きてい

る。本セッションでは、このような潮流を汲んで、大名

古屋都市圏の劇場や舞台芸術が、今後、どのように進化・

発展していくかを予測しつつ、今、何が必要か、何をす

べきかを考える。

［登壇者］

森合康行氏（CBC テレビ影響局事業部部長）

籾山勝人氏（長久手市文化の家　スタッフ）

佐藤友美氏（クリエイティブリンク・ナゴヤ　ディレクター）

堀　啓輔氏（名古屋市観光文化交流局文化歴史まちづく

り部文化芸術推進課担当課長）

桧森隆一氏（モデレーター：嘉悦大学付属地域産業文化

研究所　客員教授）

■特別セッションⅡ 「創造空間としての公立劇場」

［日時］7月 13 日（土）13:30-15:00

［場所］愛知芸術文化センター 12 階アートスペース

［概要］

　近年の文化統計研究からも明らかであるように、従来

公立劇場が創造と発信（上演）を支援してきた伝統文化

や舞台芸術といったジャンルの享受率は、年々加速度的

に減少している。これはすなわち創造論やコンテンツ論

の観点からも観ても公立劇場の存続が危ぶまれる事態

になっていることを意味している。実際近年では、公共

団体は劇場よりもスポーツやアート、コンベンションセ

ンターなどの多目的に利用できるアリーナ建設に躍起に

なっているように感じられる。

　そこで、本セッションでは主に研究者と実践者の二つ

の顔を持つドラマトゥルクや劇場ディレクターを招聘

し、公立劇場の存在意義と今後の発展可能性を創造論の

観点から討議していく予定である。

［登壇者］

長島　確氏（東京藝術大学　准教授／ドラマトゥルク）

大野はな恵氏（東京大学先端科学技術研究センター 特

任助教）

岸　正人氏（公益社団法人全国公立文化施設協会　専務

理事）

清水裕之氏（モデレーター：名古屋大学　名誉教授）

　本大会における特別セッションは、同じ時間帯の開催

ではありませんので、ぜひご興味がございましたらシン

ポジウムも含めて、全てのセッションにご参加ください。

なお、現時点において上記の登壇者はあくまでも予定で

あり、今後変更になる場合がありますことをご承知おき

いただけましたら幸いです。
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３. 研究大会のスケジュール概要

　本研究大会のスケジュール概要は以下の通りとなって

おります。

■７月１３日（土）会場：愛知芸術文化センター

10:00　      受付開始

10:30-12:00　特別セッションⅠ

13:30-15:30　特別セッションⅡ 

16:00-18:00　メインシンポジウム

18:30-20:30  レセプション（懇親会）

■７月１４日（日）会場：同上

9:15　　　　 受付開始

9:20-11:05 　分科会１

11:10-12:55　分科会２

13:45-14:25　総会 

14:30-16:15　分科会３

16:20-18:05　分科会４

４. レセプション （懇親会） 及びエクスカーション

　本大会では、13 日（土）のメインシンポジウム終了後、

18:30-20:30 までの間、会場となっている愛知芸術文化

センター近辺の会場（Eloise’s Café）にてレセプション（事

前申し込み：4,500円 / 当日：5,000円）を開催いたします。 

　なお、こちらの懇親会ですが、お店の都合上、定員が

先着 50 名となっておりますので、参加をご希望される

方は大会参加申し込みシステムを通じて参加登録を行っ

ていただきますようお願いいたします。

　また、すでに会員の皆様にご連絡させていただきまし

たとおり、本大会では、大会前日の 12 日（金）にエク

スカーション（有料）も予定しております。こちらのエ

クスカーションは事前予約制となります。詳細につきま

しては、3 月 25 日（月）19:43 に 2024 年度研究大会実

行委委員会より会員の皆様にお送りさせていただきまし

たメールをご覧ください。

　今回のエクスカーションは、愛知県芸術劇場の自主事

業であるネザーランド・ダンス・シアター（NDT）のプ

レミアム・ジャパン・ツアー 2024 を、会員特別優待価

格でご覧いただけるよう準備しております。NDT は世界

中で注目されており、チケット獲得が困難な舞踊団の一

つです。この機会に、ぜひご鑑賞ください。

５. その他情報及び諸注意

［１］当日の食事に関しまして

　会場周辺には飲食店がたくさんあります。そのため、

本大会では、弁当の手配を予定しておりません。ご了承

ください。

［２］宿泊に関しまして

　事務局で宿泊の手配は行いませんので、各自、お早め

にご予約いただきますようお願いいたします。なお、大

会会場は名古屋の繁華街である栄駅から徒歩 3〜 5分の

場所に位置しております。

［３］学会の録画動画配信について

　参加費をお支払いくださいました会員の方に対して

は、大会の事後にシンポジウムと特別セッションの録画

動画を配信いたします。

６. 本研究大会の実行委員およびプログラム委員一覧

■実行委員会

実行委員長　太下義之（同志社大学）

実行副委員長　林健次郎（愛知県芸術劇場）

実行委員

・朝倉由希（公立小松大学）

・品川佳代（中心市街地拠点施設　アンフォーレ）

・谷口裕子（クリエイティブ・リンク・ナゴヤ）

・齋藤　学（クリエイティブ・リンク・ナゴヤ）

・半田　萌（クリエイティブ・リンク・ナゴヤ）

・鈴村りえ（クリエイティブ・リンク・ナゴヤ）

・福島　梓（長久手市文化の家）

・関本淑乃（愛知県芸術劇場）

■プログラム委員会

プログラム委員長　太下義之（同志社大学）

プログラム副委員長　高島知佐子（静岡文化芸術大学）

プログラム委員

・朝倉由希（公立小松大学）

・岩本洋一（久留米大学）

・川井田祥子（鳥取大学）

・坂口大洋（仙台高等専門学校）

・林健次郎（愛知県芸術劇場）

・町田　樹（國學院大學）

以上
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7 月 13 日 （土） 10:00 ～
10:30 ～ 12:00

13:30 ～ 15:30

16:00 ～ 18:00

18:30 ～ 20:30

受付開始

特別セッションⅠ 「大名古屋都市圏からの文化発信」

［登壇者］

森合康行 （CBC テレビ営業局事業部部長）

籾山勝人 （長久手市文化の家　スタッフ）

佐藤友美 （クリエイティブリンク ・ ナゴヤ　ディレクター）

堀　啓輔 （名古屋市観光文化交流局文化歴史まちづくり部 文化芸術推進課

担当課長）

桧森隆一 （モデレーター ： 嘉悦大学付属地域産業文化研究所　客員教授）

特別セッションⅡ 「創造空間としての公立劇場」

［登壇者］

長島　確 （東京藝術大学　准教授／ドラマトゥルク）

大野はな恵 （東京大学先端科学技術研究センター　特任助教）

岸　正人 （公益社団法人全国公立文化施設協会　専務理事）

清水裕之 （モデレーター ： 名古屋大学　名誉教授）

メインシンポジウム 「公立劇場のサステナビリティ」

［登壇者］

渡辺恵未 （独立行政法人日本芸術文化振興会　審議役）

勝又英明 （東京都市大学　名誉教授）

太下義之 （モデレーター ： 同志社大学　教授）

レセプション （懇親会）

7 月 14 日 （日）   9:15 ～

  9:20 ～ 11:05

11:10 ～ 12:55

13:45 ～ 14:25

14:30 ～ 16:15

16:20 ～ 18:05

受付開始

分科会 1

分科会 2

総会

分科会 3

分科会 4

６． スケジュール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　※敬称略

●参加申し込み ：　参加申込は下記 「参加申込システム」 からご手配ください。 お申込み完了後には受領メールがお

手元に配信されますので、必ずご確認くださいますようお願いいたします。 事前参加申込は 7/1（月）着金分まで有効とし、

それ以降は会場にて当日参加をお申込み願います。

懇親会 （事前申込 4,500 円／税込） の参加申込は、 先着 50 名様までの限定で承ります。

なお、 2023 年度以前の会費が未納の会員様は、 事前参加申込はご利用いただけません。 速やかに会費をご納入の上、

7/1 （月） までにご登録をお願いいたします。

●オンライン参加登録システム ： 　https://service.gakkai.ne.jp/society-member/auth/apply/JACE
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研 究 ⼤ 会 会 場 案 内（愛知芸術⽂化センター） 

中部電力
MIRAI
TOWER

名
古
屋
城
駅

〒 461-8525　名古屋市東区東桜一丁目 13番 2号

［TEL］（052）971-5511（代表）

■自動車をご利用の場合

名古屋高速都心環状線「東新町」出口から 3分

■地下鉄

東山線または名城線「栄」駅下車、徒歩 3分

（オアシス 21から地下連絡通路または 2F連絡橋経由）

■名古屋鉄道

瀬戸線「栄町」駅下車、徒歩 2分

（オアシス 21から地下連絡通路または 2F連絡橋経由）
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2024 年度 秋の講演会は、京都橘⼤学で開催されます
2024年

11⽉ 17⽇（⽇） 2024 年度 秋の講演会（京都）          
        開催⽇程等のご案内

　昨年 9 月、 本学会の新しい試みである 「オンライン部会」 の最初の研究会として 「産業としての伝統工芸研究会」 が発足

しました。 これまで本学会においては全国各地の地域支部で会員による研究、交流活動を続けていましたが、これを機にテー

マ別の研究会活動も学会活動の中に位置づけたいと考えています。 本年度の秋の講演会は、 この 「産業としての伝統工芸

研究会」 における研究成果を踏まえつつ、 「伝統工芸再生への新たな政策」 をテーマに実施したいと考えています。 研究

会の目的 （下記参照） でも触れられているとおり、 1980 年代以降、 衰退傾向にある伝統工芸ですが、 一方では海外展開な

ど新しい展開をみせるものもあります。 こうした伝統工芸の新しい展開について、 政策の観点からとりあげ、 その在り方につい

て、 会員のみなさまと議論することができればと考えています。

　本年度は、 オンラインでの配信を基本としつつも、 対面での参加を希望される方には直接会場へ足を運んで頂けるよう、 会

場での参加も受け付けることといたします。 登壇者等については、 追ってご連絡いたしますが、 日時および会場については

以下の通りです。

＊　日　　　　　　　程 ： 2024 年 11 月 17 日（日） 13:30 ～ 16：30（予定）

＊　会　　　　　　　場 ： 京都橘大学啓成館（予定）

　少しでも多くの皆様にご視聴、あるいは足を運んで頂けますことを、心よりお待ちしております。　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　≪ 「産業としての伝統工芸研究会」 研究会の目的≫

　

　伝統工芸は、 その技が無形文化財であるため文化として捉えることもできるし、 産地を形成してきた産業でもある。

そのため、 伝統産業は文化と経済の両面から研究できる対象である。 日本は先進国の中で最も多様な伝統工芸産

業が残る国であるため、 文化経済学の中で先端的な研究ができる可能性を秘めている。

　しかし、 1980 年代から生産額、 従業員数ともに伝統工芸は衰退傾向にある。 多くの伝統工芸の存続が危ぶまれ

る一方で、 新たな展開を見せる伝統工芸があり、 企業化、 海外展開、 集積等の視点から研究が進められている。

他方、 作家あるいはアーティストとして活動をし、 生き残りを模索している工芸の人たちもいる。

　本研究会の関心は、 無形文化遺産である伝統工芸の技を継承するためにも、 作家やアート活動ではなく、 「産業

として維持していくことが不可欠」 であるという点にある。 その理由は、 原材料の調達から製品の流通までの全ての

プロセスが不可分に結びついているためである。 例えば、 上絵を描きたい作家ばかりが多くても、 その素材となる土

や生地を作る職人がいなくては、 伝統工芸は維持できない。

　そこで、 「産業としての伝統工芸」 に焦点を当てた研究会を立ち上げ、 全国の多様な伝統工芸の研究を包括的

に議論する場を設ける。
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１． 論文の投稿について

　「文化経済学」は、年 2回発行され、年 2回の区切りで

投稿論文を受け付けています。

＜投稿 ・ 査読手続きはすべてオンラインシステムにより行われます＞

　第 14 巻第 2号（2017 年 3 月末投稿締切、同年 9月末刊行）より、投稿および査読手続きがオンライン化されました。

これにより、論文の投稿から査読結果通知に至るまでの一連の手続きはすべて、ガリレオ社の提供するオンラインシ

ステムにより行われます（認証には SOLTI 会員情報システムで利用している会員番号とパスワードが必要です）。

＜投稿 ・ 掲載条件＞

　論文の投稿は本学会員に限られます。学会費が未納の方は論文の投稿をすることはできません。

　　掲載には、査読委員の審査を経て掲載が妥当と認められることが条件となっています。

＜投稿方法＞

　執筆要項に則って作成した原稿の電子ファイルを「オンライン投稿査読システム」へログインの上、アップロード

してください。（この際、必要な投稿情報についてご入力ください）。

　オンライン投稿・査読システムへは、学会ホームページの「論文募集」ページ下部にある「オンライン投稿はこち

ら」のリンクからお進みください。

　文化経済学会＜日本＞「論文募集」ページ： http://www.jace.gr.jp/bosyu.html

＜投稿にあたっての留意事項＞

  ・過去の研究への言及と、従来の研究の流れの中での自己の研究の位置づけ、または独自性が明確になっていること。

  ・論証や実証に必要な文献・資料の参照が行われていること。

  ・歴史的事実等については、事実が正確であるかどうかの確認を行っていること。

  ・応募する論文は未公表のものであること。また、他の学術誌等への投稿の予定がないものに限る。

  ・英文要旨については必ずネイティブ・チェックを受けること。

  ・提出方法・原稿の形式などの詳細は、学会ホームページの「論文募集」ページを必ず参照のこと。

２． 学会誌における書評について

　学会誌の書評で取り上げて欲しい本がありましたら、メールにて書名をお知らせください。

　　　※　宛先：田中 敬文編集長 Email: ttanaka@u-gakugei.ac.jp

　また、書評のための献本をしていただける場合は、田中編集長まで送付をお願いいたします。

　　　※　宛先：〒 184-8501 東京都小金井市貫井北町 4-1-1　東京学芸大学教育学部 田中 敬文宛

　なお、事務局宛の献本は受け付けておりませんので、ご注意ください。

  その後編集委員会で検討し、取り上げるべき本と判断されれば、評者を選定の上、学会誌に書評を掲載します。

学会誌「⽂化経済学」編集委員会より

第 22 巻第 1号
（通巻第 58 号）

第 22 巻第 2号
（通巻第 59 号）

2024 年 9月末論文提出締切り 2025 年 3月末

◆　学会誌「文化経済学」は第 17 巻第１号（通算第 48 号）より電子ジャーナルの形式で発行されるようになりました。発
行より 1年間は学会員限定で公開され、1年後に無料で一般公開される予定です。電子ジャーナルの登載には、J-STAGE を

利用いたします。会員限定の記事をダウンロードする際に必要な購読者番号およびパスワードは以下に掲載されています。    

　　https://service.gakkai.ne.jp/society-member/mypage/JACE
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理 事 会 報 告

　

日　時 ： 2024 年 3 月 31 日 （日） 10:00 ～ 11:10

場　所 ： Zoom ミーティング （オンライン）

出席者 : 片山会長、 川井田副会長、 阪本理事長、 朝倉、

岩本、太下、勝又、熊倉、小林、新藤、清水、高島、

田代、 田中、 長津、 中村、 野田、 林、 牧、 宮崎

各理事

理事出席合計 25 名 （出席 20 ／委任 5）

理事欠席者 3 名

＜第 1 号議案＞ 会員の入退会について

　入会 1 名、退会 7 名につき、原案の通り承認された。

前回の理事会で、慰留の可能性など確認の必要があると

していた 3 名については、1 名がプラチナ会員として継

続、2名が連絡中であることが報告された。

＜第 2 号議案＞ 第 17 期役員選挙の結果について

　選挙管理委員から選挙結果について、副会長より次期

役員案について説明があり、原案通り承認された。

＜第 3 号議案＞ 2024 年度研究大会について

　プログラム委員長より大会プログラム案について説明

があり、大枠について承認された。

＜第 4 号議案＞ 2024 年度秋の講演会について

　理事長より、オンライン研究会「産業としての伝統工

芸研究会」の活動を中心に、オンラインないしハイブリッ

ド開催を検討していることが報告され、承認された。

＜第 5 号議案＞ 2025 年度研究大会について

　理事長より、「芸術文化とデジタル」に関するテーマ

を設定して、京都橘大学で大会実施の検討を進めている

ことが報告され、承認された。

＜第 6 号議案＞ 2025 年秋の講演会について

　理事長より頭出しがなされ、企画のアイディアがあれ

ば連絡してほしい旨が共有された。

＜第 7 号議案＞ 会員アンケートの結果についての検討

　理事長より、アンケート結果について画面共有で示し

つつ説明がなされた。

＜第 8 号議案＞ 退会者 （退会から 3 年以上経過） のデー

タ削除について

　副会長よりガリレオへの委託費用改定に端を発するこ

れまでの経緯と共に、3 月末で退会から 3 年を超える退

会者の個人情報の削除について説明がなされ、原案通り

削除を進めることが承認された。

＜第 9 号議案＞ 委員会等報告

　編集委員会、プログラム委員会（前掲）、日本経済学

会連合担当理事より、活動報告がなされた。

　また国際関係担当理事より、国際学会の会長の交代に

ともない、多言語でのワーキングペーパーを活性化させ

る方針となり、ワーキングペーパーのクオリティチェッ

ク委員を後藤特別理事と高良佑樹会員（国際学会理事）

が担当することになったことが報告された。

以上

　文化経済学会＜日本＞ 第 16 期第 9回理事会

入退会情報（敬称略）

　 第 16 期第 9回理事会にて承認（2024.3.31）

　　　　小畑 克典 (芸術文化観光専門職大学）

　　　　

　　　　7名
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